
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

對馬藩の奴刑

金田, 平一郎
九州帝国大学法文学部教授

https://doi.org/10.15017/1199

出版情報：法政研究. 13 (2), pp.15-66, 1943-10-30. 九州帝国大学法政学会
バージョン：
権利関係：



、

＼
、

亀
　
　
　
　
　
、
．

の

’

■

9

◇
．

轟

、ζ

、

’

9

！

、篭

、

、

へ
“

、

’
　
ヴ

ρ

／

　
●

封
馬
，
藩
の
旧
記

目
　
．
次

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

．
序
　
言
．

第
一
節
　
三
門

第
二
節
　
適
用
範
園
．
～
　
　
く

　
　
第
一
項
　
適
用
犯
人

　
　
ノ

　
　
第
二
項
　
適
用
犯
罪

、
第
三
節
　
種
一
類

　
　
，
第
一
項
　
拝
領
奴
と
公
役
奴

　
　
第
二
項
　
田
舎
奴
乏
府
内
叡
「

　
　
第
三
項
　
永
代
奴
と
年
切
奴

伽第
四
節
　
内
容
，
，

　
　
箪
一
項
　
奴
刑
者
の
配
属

　
　
第
二
項
　
数
果

　
　
　
　
　
唱
序
、
言

r
●

、

、　、

”

＼
，

ち

　　　　’第、　、　、，第
　　　　六，　　　　．　　．玉
第第第第一節第第第第第三節
四三ニー　『六五四三ニー．
項項項顕本項i項項項’項項繹
　　一　質　　　．　　　放

、

0

＼

三
田
　
卒
、
一

満
期
繹
数
・
。
．

恩
赦
繹
放

特
許
世
運

．
依
願
繹
放

敷
果
刑
期
短
縮

本
質
　
　
科
刑
の
目
的
．

　
、
奴
刑
と
勢
役
．

　
　
配
鼻
先
と
奴
と
盆
關
係
マ

　
　
本
質

郎
・

夢

’

犯
罪
人
を
奴
碑
之
な
す
所
謂
奴
（
嫁
）
刑
は
、
封
馬
藩
に
限
っ
た
謁
で
は
な
い
が
、
競
馬
藩
の
如
く
具
は
れ
る
も
の
は
、
少
く
と
も

畢
封
馬
藩
の
奴
’
刑
　
　
’
、
．
　
　
．
　
　
　
、

　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
・
シ

　

．
　
　
　
　
　
、
　
　
，
　
』
　
　
　
　
・
　
　
　
一
五
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

、
、

、

，



　→

筑：コ
で

．
協
．
－

、
．
唱
旨
・

州■『

噛
、
　
・

脚
．
国
．

濡

傘
面

竃

ダ

「
然
る
に
、
此
驚
嚢
刑
に
概
去
て
依
．
漉
想
望
馬
近
袋
」
囎
三
咲
〉
論
外
叢
干
懸
垂
黒
喬
）
・

実
実
以
毒
筆
重
量
繕
介
が
藻
ら
魔
矯
遂
い
。
譜
昭
潭
葦
之
姦
摩
る
℃
と
融
湯
治

6
墾
．
塀
職
塀
馬
事
事
射
溺
轟
轟
』
）
庵
受
灘
爆
で
あ
る
翌
週
懲
懲
系
そ
に
四
馬
濁
畿
，

い
《
豪
詳
細
醤
落
度
塑
と
景
．
七
か
レ
復
そ
叢
も
憲
饗
の
書
論
し
唾
嫌
に
葉
不
充
分
書
，

．
る
藩
究
ス
透
望
似
乏
の
．
遷
推
選
至
盛
業
で
縄
な
憧
の
譲
あ
乃
。
・
．
．
曜
∴
、
、
∬
．
ご
、
・

ゼ
灘
奪
還
は
蕩
瓢
ら
藻
ま
講
を
讐
履
書
綱
へ
綾
憲
章
返
書
、
液
一

』
諌
割
董
聯
麿
漂
藩
論
落
選
謹
選
域
壽
廃
嵩
凝
訴
趨
る
遷
い
篠
譲
彫
像
擁
▽



サ

／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ロ

　
　
　
　
・
．
聖
封
馬
奴
刑
の
源
流
如
何
、
，
董
の
猫
創
に
出
で
し
か
↓
將
た
交
僻
め
模
倣
か
「
此
惜
に
關
…
し
て
は
未
だ
考
へ
得
総
身
コ

　
　
．
し
公
）
霧
馬
近
代
史
漏
は
明
泊
履
で
實
施
遷
れ
麦
と
雌
ぺ
陀
ゐ
諌
る
き
∵
㌧
．
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
適
用
三
園
．
．
・
㌦
　
．
　
、
、
　
・
　
、
　
二
、
・
Σ
　
　
．

－
∵
．
∴
．
マ
↑
．
・
二
項
萢
用
犯
人
　
・
」
　
　
辱
　
　
一
一
　
、

　　

@　
@
封
馬
嘩
ば
威
な
み
刑
講
は
、
庶
民
湯
下
に
膚
ゐ
ら
磐
を
鼓
と
曳
武
士
階
級
艦
は
原
淫
し
て
適
用
愚
な
速
た

　
・
　
　
の
で
あ
る
。
さ
れ
健
　
　
㌦
　
　
　
亀
「
．
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
¶
．
　
」

　
　
　
　
　
制
決
例
（
、
一
）
（
「
科
人
帳
」
六
所
牧
）
　
’
　
　
　
　
、
　
　
　
　
．
・
　
　
－
■
　
、
　
　
　
　
囑
　
’
　
　
　
　
・
　
、
　
噌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
舞
（
享
保
二
十
年
）
二
月
＋
八
日
」
科
銀
九
枚
」
㍉
準
田
源
七
雇
者
峯
X
右
衛
門
じ
愚
者
人
参
拾
七
匁
干
鱈
之
内
二
仕
込
可
持
渡
興
仕
於

　　

@　

@
朝
議
攣
年
以
來
人
選
覆
叢
暑
被
仰
筥
・
申
蓬
儀
興
趣
不
相
守
懲
商
釜
置
依
而
禦
累
袋
三
三

　
　
　
　
　
成
下
喉
得
共
侍
中
之
弟
昌
候
故
以
響
磐
二
重
科
銀
被
鯉
蟹
1
・
．
　
．
　
・
・
、
’

　　

@　
@
し
か
し
述
階
級
者
⑱
犯
行
に
し
て
葵
な
る
操
時
に
備
と
し
て
脩
を
摩
こ
巴
が
ゑ
た
．
即
ち
、
楼
像
厩

　　

@　

ｾ
伯
母
の
奴
刑
例
回
る
。
7
　
・
、
．
●
．
　
、
　
’
　
・
　
．
　
ン
．
，
し
．

　
、
一
　
　
判
決
例
（
二
）
（
「
奴
蝉
三
三
下
井
返
上
」
、
四
所
牧
ら
）
・
ン
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
ρ
ゆ
　
　
：
．
㌧

　　

@
　
’
（
魔
誕
雛
継
浩
、
左
縄
曙
は
首
将
忠
兵
庸
選
惑
い
幽
し
飛
去
矯
旧
藩
兵
衛
餌

　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
巴
・
　
　
’
満
魯
．
議
「
　
・
　
　
　
　
．
．
¶
　
　
酌
　
　
・
．
・
　
・
　
．
．
「
　
ご
　
．
、
’
　
へ

5
1

0

」



曳　
へ
“

♪．

　誉
詳

笥
　
、
』

　
　
　
　
法
政
い
．
研
㍉
究
・
、
筆
三
巻
笙
號
～
…
．
、
・
㍉
．
，
㌧
・
，
、
完
、
ピ

m，

ｨ
馨
母
嚢
讐
兵
嘉
事
愚
書
．
㎎
替
婁
貯
蓄
寄
藻
糞
蠕
卜
居
忠
蒲
三
冠
，

∵
垂
彊
之
忠
董
白
状
相
簿
連
装
迷
想
蒙
葉
届
府
入
蕎
綴
便
密
契
ル
朔
鴬
茶
三
蓋
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅
’

　
∴
判
決
例
（
三
）
（
「
罰
責
類
聚
し
一
．
所
牧
）

醤
璽
青
毛
肝
」
吉
村
×
濃
墨
毒
届
書
香
水
甘
美
得
羅
兵
衛
雀
凧

三
冠
武
藷
の
例
で
㊧
今
「
㌧
一
、
ゴ
＼
．
∫
．
、
．
・
二
∴
，
，
　
、
・
「
、
添
㌘

－」

D
箆
竣
取
零
庶
貴
蕩
然
逡
階
と
至
そ
臓
支
藩
「
虚
し
藩
殴
遊
人
詣
す
　
ρ
選
が
滋
薗
∴

●



’

、

ノ

、
、　

●

、

繊

判
決
例
〃
（
西
）
（
コ
拝
領
奴
碑
三
分
』
四
所
牧
）
　
？
　
　
．
’
　
・
∴
．
・
　
　
9
．
　
」
　
．
．
．
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
　
、
．
　
　
・
、

丁
巳
・
（
護
四
年
）
青
夫
王
七
豊
崎
郷
地
田
勝
村
茨
比
田
歯
内
激
暑
高
下
骨
筆
工
具
軒
弟
子
逼
雪
下
茂
田
村
並
・
門
荏
　

、
職
中
女
犯
之
科
二
依
當
五
凋
右
内
藏
介
ぬ
三
拾
ケ
年
凱
奴
郡
下
置
云
々
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
，
　
、
　
　
一

　
　
　
　
　
　
ノ
　
F
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
－
　
　
　
　
’
　
・
．
　
　
　
　
　
　
P
　
　
　
㌃
、
『

判
決
例
（
五
）
（
「
騒
被
成
下
莚
占
．
二
叢
）
三
　
　
＼
　
㌔
　
　
、
㌧
．
一
／
、

（
享
保
七
年
V
七
月
九
日
」
西
山
寺
同
宿
×
欄
」
右
者
去
比
追
放
商
圏
冤
遣
候
塵
其
E
後
侍
屋
敷
へ
石
を
打
置
付
田
舎
寺
捻
之
出
家

＼
奴
奇
震
下
あ
御
事
二
付
簑
村
圓
通
簾
越
奴
昌
簾
下
候
還
俗
（
羅
は
誤
）
毒
断
菱
ハ
出
家
三
冠
叉

手
次
第
一
二
■
生
召
三
三
三
戸
と
の
御
事
，

判
決
例
（
六
）
（
「
旧
領
奴
三
郷
分
」
二
所
牧
）
・
　
　
－
　
岬
．
　
，
　
　
　
　
　
、
、
，
　
　
　
　
　
　
、
．
、
、
　
㌔
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

天
保
苦
辛
卯
二
月
＋
冨
日
」
田
代
今
泉
村
直
人
安
芸
事
X
吉
」
（
朱
書
略
）
看
者
去
年
十
月
田
代
町
一
2
御
領
民
集
會
一
件
韓
付
廻
歌
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

，
認
畿
起
三
者
同
罪
、
晶
付
三
根
郷
三
根
村
給
人
松
村
左
伸
ぬ
罪
代
奴
二
被
成
下
　
　
「
　
　
、
，
．
、

晟
刑
が
庶
民
以
下
に
舟
ゐ
ら
髪
こ
と
は
、
器
餐
姦
に
馨
し
蕩
援
つ
で
窺
ひ
智
れ
る
で
あ
ら
う
。

製
例
（
七
×
嚢
三
三
三
所
牧
）
、
－
　
．
　
ざ

黒
具
護
九
年
）
＋
二
尋
亘
牢
守
×
之
助
」
復
奪
之
身
分
と
し
老
荘
籍
囚
△
．
望
借
り
候
袈
い
た
し
先

方
耳
元
利
金
差
返
候
を
其
身
中
ウ
昌
て
取
遣
剰
右
之
懇
合
砂
付
乞
食
彌
青
牢
守
へ
罷
藤
壷
を
門
を
明
ケ
差
通
シ
囚
人
・
剛
爲
致
直
野
候

段
不
将
至
槍
霊
鳥
壁
付
」
生
牢
守
申
付
隔
但
乞
食
彌
吉
儀
牢
屋
へ
罷
越
囚
人
昌
直
封
い
た
⊥
被
是
不
将
之
次
第
混
付
爲
懲
乞
食
仲

　
　
－
封
馬
藩
の
奴
飛
．
．
　
，
、
、
　
　
：
　
　
　
　
　
・
　
’
　
．
一
九

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
鳶
　
　
　
．
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
、
　
　
．
イ
　
　
　
　
．
　
　
㌍

’
　
／
　
　
　
・
　
「
　
　
．
　
　
　
　
　
’
．
　
　
　
　
　
’
・



ノ

　配　り
声’

随
　
申
…

．
で
・

⑤
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
．
芦

　
　
　
　
　
　
一
，
法
．
敏
，
、
三
三
．
彙
ナ
蓉
箪
二
三
、
　
甥
，
　
　
　
　
　
　
r
二
〇

　
W
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　　

@．．

ﾝ
畿
饗
勢
書
橡
犯
罪
籔
湿
て
導
論
る
Φ
言
書
．
備
例
示
瀦
邸
中
儀
、
そ
の
選

　
　
　
見
出
す
通
り
窺
縁
坐
者
，
（
『
回
忌
之
者
』
〉
に
劉
し
で
も
適
用
せ
ら
れ
「
る
の
で
み
つ
売
。
”
　
泊
「
　
℃
㌔
一
、
・
F
．
．
」
ご
凱
．
一
．
4

　　

@　

ﾌ
妻
ら
畜
等
時
書
巻
に
奴
型
露
サ
ら
あ
る
場
合
遡
毒
選
書
重
童
一
り
馨
馨
に
y

　　

@．
風
f
愚
揚
冶
で
遭
、
．
」
は
毒
墨
事
書
と
肇
愚
限
る
。
爽
に
誘
謬
を
還
す
べ
し
つ
暫

　　

@
レ
．
饗
例
（
思
者
潔
黎
」
三
禽
）
、
・
と
一
㌃
．
．
．
、
い
，
．
r
・
．
　
，
、
・
」
二
、
亭
、
∴
言
．
・
、
』
∬

陣

翼



、

、

＼、ご

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
．
一
．
：
、
．
」
＼
、
．
“
、
．
．
　
ノ
　
　
・
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

奴
）
嵩
毒
へ
忌
引
依
震
下
嶺
事
，
ゴ
，
．
、
ご
く
．
感
，
聴
ノ
ワ
，
㌦
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
「
第
三
節
・
・
種
・
・
類
㌧
　
．
．
　
、
　
　
．
，
唖
、
㌧
．

ノ
・

　
　
三
三
刑
は
、
種
あ
観
鐘
ら
類
別
茎
れ
て
究
。
．
、
．
’
　
　
・
　
　
霜
／
こ
．

・．

黶
A
㍉
，
，
」
一
．
第
三
蓄
怒
文
集
～
¶
－
．
、
、
㌧
一
一
、
’
。
∠

驚
の
奴
饗
、
後
に
詳
下
る
と
こ
ろ
叢
る
酉
犯
人
妻
定
の
歴
麗
し
、
覆
犠
芒
め
る
山
二
至
制
壌
あ
る
、
．

．
が
、
’
そ
麓
先
は
哉
も
槽
選
士
惚
ど
の
癩
人
噂
あ
混
の
凱
を
冷
寒
俵
と
し
て
配
露
呈
め
ら
れ
る
者
灘
領
依
ど
樗

．
す
み
の
で
あ
る
。
’
　
、
　
‘
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
．
　
ン
、
．
　
　
・
．
　
　
、
ご
、
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

積
弩
餐
の
内
義
後
述
篠
に
妖
は
『
下
貫
漂
塞
身
奮
（
本
編
第
六
節
第
三
項
）
b
『
荒
働
』
（
例
へ
ば
．
塚
．
，

．
綾
雫
差
上
」
三
所
出
塁
享
保
＋
九
年
）
率
直
三
田
∵
、
．
去
緯
輩
翌
工
坦
七
二
下
畑
X
馨
病
身
肴
之
蕩

瀬
戸
そ
．
妄
至
の
表
現
を
採
鷲
揚
陰
あ
る
餐
轡
て
旗
人
裏
庭
霧
働
で
あ
り
（
例
へ
ぼ
「
掻
被
三
下
逡
「

王
透
所
牧
に
『
へ
由
早
保
四
年
二
月
十
六
日
」
．
畳
郷
凄
小
田
歪
西
下
曼
助
」
薯
．
病
身
餐
付
随
之
簾
提
庫

籍
寺
更
湯
所
栞
仕
候
付
盗
前
言
蔑
ヒ
旧
幕
撲
付
永
代
奴
、
震
下
』
∴
之
は
、
双
の
覆
の
内
書
具
体
麗
窺

ぜ
る
も
の
で
み
乃
が
、
、
そ
轟
砿
家
庭
的
勢
楊
を
意
昧
す
み
も
の
で
あ
ら
う
）
、
田
舎
に
て
低
耕
作
な
ど
に
も
笑
事
ル
糞
も
め
で
あ
ら
う
．

（
本
編
判
決
例
へ
二
八
）
に
『
田
舎
之
働
』
、
’
判
決
例
（
三
二
　
」
封
馬
藩
φ
叡
荊
・
、
　
’
．
∫
）
に
．
『
田
噛
働
』
堵
＼
ジ
し
・
三
「
．
，
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

9



’

．
葱
訊
・

『
望
P
甲

、
　
　
・

既
．
、F

～

」
　
．
奪

、

　　

@　
y
，
録
、
適
、
㌧
究
蓬
蓉
曇
鵬
、
・
．
凪
，
．
↑
，
一
、
・
～
、
／
．
、
、
、
．
．
・
二
二
∵
．

翻
難
蜂
謹
選
図
嘆
⑫
唱
藷
嫁
藩
邸
分
灘
零
墨
箔
畳
、
「
．
図

’，汕
ﾞ
＋
犀
）
題
意
煽
嚢
之
讐
糞
垂
薯
♂
＋
書
付
楼
磨
墨
藷
主
導
梨
便
用
蒲
之
霜
・

，
纏
一
議
讐
墨
縄
蘇
嫉
蝶
蝿
畑
難
漫
然
塵
墨
縄
厩
号
之
音
適
今
五
人
相
濃
末
之
者
共
旧
記
、

　
　
　
　
　
　
ノ
ヘ
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
コ
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヒ
　
ド
ヒ
ド
　
ゴ
　
　
　
ナ
　
　
　
ズ

、
凌
、
斑
方
図
な
ど
の
耀
董
覆
遮
る
の
で
、
之
を
公
領
禰
落
重
ン
、
・
．
、
雨

㌦
璃
満
塁
珍
灘
四
三
響
『
四
耀
、
・
」
．
ヂ
一
、
、
、
、
．
．
∫
．
匹
．
㌦
、
．
ン
　
老
死
「
ピ

・
＾
．
逡
屡
盗
理
想
，
潭
川
方
量
番
鳶
百
鐘
鼓
悸
図
書
董
．
讐
清
濁
綴
還
納
魂
潅
鯛
取
醤
ハ
朗
朗

錯
を
寡
右
傘
を
解
毒
噛
め
候
層
塔
発
．
薦
僧
愚
人
葉
蓬
薩
ケ
想
望
墾
昨
愛
寵
退
・



’

1
、

ノ
●

㌦
〆

．
〆

ノ

　
　
（
二
）

・
た
り
、
依
つ
羨
に
先
づ
御
薄
行
所
努
親
等
を
掲
出
す
べ
七
（
本
編
判
決
例
（
三
九
）
参
照
）
。
、

　
判
決
例
ス
一
」
）
（
「
拝
領
奴
四
郷
分
」
三
所
牧
）
　
　
　
　
　
　
．
，
　
　
　
．
　
　
・
　
　
　
　
．
「
、
～

「
天
隼
旋
犀
六
月
軽
目
」
川
方
奴
元
豊
崎
響
里
村
給
人
蒲
髪
衛
豊
代
奴
X
兵
衛
」
．
へ
朱
藷
）
若
塗
ト
立
水
夫
召
，

　
仕
置
候
虚
三
方
♂
返
上
之
儀
願
出
候
付
此
節
御
船
奉
行
所
奴
目
串
有

　
次
な
る
判
決
も
御
船
奉
行
所
奴
宣
告
の
判
例
で
あ
ら
う
が
、
之
に
依
っ
て
、
公
役
奴
ば
そ
の
配
屡
役
所
の
，
『
差
配
』
に
服
し
た
の

で
ゑ
た
。
■
・
㌘
層
～
．
．
　
卜
、
一
～
＼
　
　
，
　
　
、
・
＼
で
、

　
判
決
例
（
一
二
）
（
「
罰
責
類
聚
」
δ
所
牧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

主
午
安
竪
年
〉
＋
二
月
中
四
旺
」
海
難
之
允
」
右
塗
渠
振
性
餐
而
村
果
蚤
蕎
之
與
相
聞
止
役
讐
蕎
を
．

ノ

．
茂
霜
用
蒙
薯
三
三
懲
三
ヶ
年
御
船
奉
行
嬰
配
車
村

　
仕
立
物
方
奴
に
就
い
て
は
、
「
拝
領
奴
妹
郷
谷
〔
三
所
牧
の
次
の
書
付
参
看
。

　
天
保
十
五
甲
辰
4
ハ
月
十
九
既
」
仕
立
物
方
夫
捻
人
之
内
盛
時
山
田
人
立
在
番
足
之
－
分
相
鷹
御
抱
候
瀞
無
之
不
便
用
之
次
雛
委
曲
申
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
魎
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
’
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
＼

，
之
．
㎜
二
よ
義
義
護
之
者
羨
寒
雨
整
姿
激
蕃
逝
隻
肋
方
男
装
指
欄
引
碁
立
銀
之
内
よ
り
宛
行
相
與
（
下

　
略
Y
　
　
．
　
9
　
　
　
「
　
　
』
　
　
　
｝
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
．
　
　
　
　
　
　
㌔
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
’
判
決
例
（
↑
＝
二
〉
（
「
拝
領
奴
碑
二
分
」
三
所
牧
）
・
・
：
：
㍉
：
’
∴
∵
∵
㍉
・
∴
：
し
．
ヅ
∴
㌔
．

　
天
保
＋
二
辛
丑
二
月
八
日
」
此
節
小
川
懸
輔
陀
炭
焼
拙
し
方
差
配
被
，
仰
什
紐
付
左
之
も
分
共
川
方
奴
之
形
を
以
退
庁
請
込
被

　
　
　
　
．
樹
馬
藩
の
奴
刑
L
－
：
・
∵
ヨ
L
．
　
’
　
、
　
F
、
　
〆
　
・
無
主
　
　
　
タ

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
9
‘

ノ



．、μ

w

学㌔

?幽

　
　
蛤
㌔

コ
腰
強
暦
二
輩
に
邊
蓬
蓬
榔
山
醤
溌
墨
薦
嬰
代
　
奴
荘
司
コ
幻
左
衛
違
憲
講
町
著
三
夏

発
露
．
潜
窟
過
り
重
書
ゆ
悔
ご
と
が
愚
意
叢
る
留
る
．
・
批
蓬
無
毒
壁
塗
奮
．
荘

、
、



’

’

、

’

　
、
『

’、

封
震
刑
は
、
叉
永
代
（
星
間
）
鰻
す
る
も
の
也
定
翻
を
張
る
蕩
と
の
二
種
に
分
れ
る
。
一
眠
者
を
永
袋
、
後
者

を
年
切
奴
と
紛
し
た
。
そ
の
例
誰
は
、
本
編
所
掲
諸
盲
虻
申
に
見
出
し
得
る
で
め
ち
う
。

．
∴
判
決
例
（
、
一
四
）
（
「
拝
三
三
碑
三
分
」
二
所
牧
）
　
．
　
’
　
　
　
　
．
　
　
，
　
「
　
「
．
　
●
　
　
　
　
　
　
・
、
’
　
　
　
・

　
　
　
　
も

天
保
＋
綴
蓋
月
廿
吾
」
御
鐵
母
御
雇
御
遭
難
藷
父
落
事
×
士
・
恢
朱
書
略
）
」
右
者
禦
屋
敷
身
長
屋
内
肴
之
土
州
．

　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
出
費
梯
候
科
昌
よ
り
去
冬
＋
二
月
堂
六
日
於
江
戸
表
志
田
李
兵
衛
へ
一
，
生
奴
昌
被
成
下
、
，

　
’
此
一
生
奴
と
は
叉
永
代
奴
の
別
稽
で
あ
ら
う
。
　
　
．
　
層
．
　
　
　
　
　
“
　
　
．

年
切
弩
翻
は
罪
鯵
依
つ
で
異
る
の
で
あ
る
が
、
大
体
餐
恥
毛
＋
ヶ
年
短
き
竺
ケ
年
を
原
則
と
↓
た
ち
し
い
。
此
竃

．
遠
し
て
も
、
本
編
象
亀
蜜
煕
。
　
「
拝
領
奴
碑
油
分
」
一
に
見
え
る
次
の
如
苞
奴
刑
期
輕
槻
忙
書
す
る
原
則
（
そ
の
排
列
原
形
と
三
三
）

は
そ
璽
磐
示
す
匙
の
で
あ
る
。
一
、
　
、
　
＝
　
9
　
　
．
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
ソ

丈
留
年
＋
尊
山
ハ
日
彿
弛
》
．
’
匠
L
∴
」
．
2
、
、
一
・
，
ご
ぺ
．
．
－
、
・

、

　
三
拾
ヶ
年
三
一
　
六
ヶ
年

．
武
拾
ゲ
年
切
　
　
、
四
ケ
年

－
拾
ケ
年
切
τ
　
武
ケ
年

　
五
ヶ
年
切
　
　
　
萱
ケ
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

．
p
戴
ヶ
年
切
　
　
　
五
サ
消

封
馬
藩
∵
の
．
．
奴
刑

｝
．
式
拾
五
ケ
年
切

今
拾
五
ヶ
年
切

　
七
ケ
年
切

・．

O
ヶ
年
切

登
ケ
年
翅
一

五
ヶ
年

三
ケ
、
年

登
ゲ
年
ト
五
ケ
月

七
ヶ
月

武
ケ
月

　
r

＼O
二．

ﾜ

／



へ　↓
…

、

　
短

｛
　
遡

、．
葛

　
　
・
．
レ
か
し
蕩
に
十
二
＋
八
ゲ
三
二
＋
三
ゲ
鋲
二
＋
二
ヶ
網
＋
九
ゲ
雫
む
ケ
紫
煙
ハ
ケ
年
f
三
ケ
瑛
±
粗

悪
土
ケ
隅
九
運
摩
年
諌
ケ
年
号
．
年
雲
ケ
鼻
の
衡
も
見
え
皿
る
、
調
ほ
扇
に
そ
の
閣
を
儀
を
不

二
減
て
篤
し
域
は
呈
以
て
限
れ
る
ぎ
も
あ
っ
た
蔀
ち
例
へ
ば
．
～
　
．
㍉
．
七

二
製
例
（
一
五
〉
（
「
拝
領
奴
嫁
郷
分
」
」
一
所
牧
）
∵
．
・
、
一
．
．
亭
㌧
…
．
～
～
．
・
、
．
、
い
・
’
』
．
「
．
・

∴
飼
（
嗜
鴛
午
譲
量
権
煮
干
擢
改
選
（
遷
」
右
唐
織
号
旗
左
箪
七
拾
蓬
唇
付

μ
判
溺
（
∴
六
）
　
h
犀
震
三
分
」
三
所
依
）
．
じ
，
・
ピ
、
、
．
、
　
　
　
　
　
ボ

　　

n
髭
織
豊
考
は
塗
奮
先
遣
て
覆
耽
薫
る
＠
あ
蕩
・
只
軍
場
悉
曇
る
と
緊
婁
墨
∴

舜



、

／

ρ
、

〆

〆

、

＼

、
　
7
第
一
項
，

．
　
8

　
ほ減
刑
者
の

配
厨

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層
＼
　
コ
　
　
．
，
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

，
（
じ
　
奴
刑
三
島
屡
先
は
、
本
編
諸
例
に
依
っ
て
も
窺
ひ
得
ら
れ
る
様
に
、
ハ
主
止
七
て
武
士
で
㊧
喝
が
そ
の
他
給
人
（
郷
士
）
、
寺
・

（
本
編
判
決
例
（
五
）
、
（
一
嘗
）
」
（
三
〇
）
等
）
、
役
所
又
は
乞
食
（
本
編
判
決
例
（
六
）
な
ど
に
配
罵
せ
ら
れ
る
こ
乏
が
あ
る
の
で
あ
る
．

（
個
人
配
囑
の
場
合
は
う
本
編
諸
例
に
見
え
る
様
に
、
知
の
掘
属
先
を
、
細
王
入
』
・
と
製
す
乃
）
。
図
特
別
北
百
姓
に
配
属
せ
ち
れ
る
、

場
倉
が
あ
っ
㊧
。
之
を
百
姓
奴
と
云
ふ
入
町
人
に
は
原
則
と
し
て
麗
せ
す
■
本
編
霊
活
（
二
九
）
）
。
即
ち

・
回
忌
（
一
’
七
）
公
．
奴
、
碑
被
成
下
井
返
上
」
三
所
牧
）
、
．
＼
・
．
、
、
．
－
・
ゴ
、
～
・
、
「

享
保
二
＋
沸
七
月
＋
日
」
㌧
豆
酸
村
尊
意
額
下
塊
×
之
助
若
護
表
落
盗
予
科
昌
♂
潤
壷
折
轟
景
仰
付
候
羅

＼　

｢
仕
者
芦
而
致
返
上
右
甚
七
へ
被
成
下
候
虚
又
土
欠
落
轟
い
た
し
候
眉
姓
奴
ユ
被
仰
付
戯
者
故
給
人
昌
被
成
下
候
段
如
何
ご
候
得

　
㍉
共
不
行
跡
者
故
寺
庵
迄
凍
煎
付
久
根
村
齊
藤
四
郎
治
へ
永
代
奴
昌
被
成
下
候
此
£
行
跡
不
相
読
難
召
仕
候
ハ
．
・
致
打
捨
候
様
申
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ダ
　
　

　
次
に
永
代
奴
配
慮
先
と
年
切
奴
配
属
先
と
は
自
ら
定
三
っ
て
る
た
の
で
あ
る
。
『
氷
代
奴
聖
血
愚
人
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役
俵
盛
之
助
拝
領
下
男
X
之
助
」
右
ハ
當
二
月
五
年
切
奴
二
被
成
下
置
旧

　
虞
去
比
欠
落
い
た
し
候
を
召
捕
入
牢
申
付
置
候
細
塵
右
之
者
葉
隠
相
煩
召
置
塵
無
之
趣
願
出
返
上
被
仰
付
乞
食
二
腹
付
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
叉
、
次
に
掲
げ
る
延
享
二
年
十
二
月
八
日
・
の
書
付
に
依
れ
ば
、
入
牢
せ
し
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
一

　
奴
返
上
に
は
配
屡
先
（
個
人
）
の
希
望
に
依
っ
て
返
上
す
る
も
の
と
、
官
に
依
っ
て
返
上
せ
し
め
ら
れ
る
揚
合
と
が
あ
る
。

　
前
者
に
『
願
出
返
上
』
（
本
編
制
決
例
（
翼
二
）
）
で
あ
る
が
、
．
先
づ
此
制
度
《
就
発
て
考
察
し
て
見
よ
う
。
　
’
、
　
　
　
　
ノ

．
先
づ
語
墾
薯
所
褐
の
魔
保
三
缶
羽
吾
の
峯
．
に
過
て
、
層
家
黒
甜
奴
望
の
禁
が
享
保
＋
九
年
暴
行
依

　
　
　
　
封
馬
丁
ゆ
奴
痢
「
、
∬
　
　
「
・
．
　
・
〆
・
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．
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．
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．
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轟
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糖
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@
　
・
、
岳
三
一
，
門
魔
・
　
筆
記
婁
籏
．
ぐ
∵
／
［
∵
、
．
デ
．
㌦
．
、
　
「
一
三
、
慣
凝
り

　
　
・
子
（
寛
保
翠
）
＋
具
七
且
、
與
轟
大
山
杜
下
知
役
奇
治
薯
爾
轄
下
男
蔓
菜
喜
茜
年
黍
奴
簾
震
、

■蝶．
」
．
し
ぞ
「
轟
轟
下
甚
占
、
＾
四
留
の
畜
記
事
姦
俊
零
磯
影
響
五
拡
葉
さ
発
φ
闇
黒
蔀
ち
、
「

匝
．
（
延
享
二
年
y
十
一
，
一
月
、
八
臼
」
馨
鷹
堅
被
藩
候
隈
主
姦
雄
想
得
不
申
覚
際
病
身
垂
絹
癩
，

　　

V
へ
瑠
轟
轟
燦
磨
墨
被
灘
府
内
綴
戴
下
簗
環
、
室
澱
鳶
言
種
激
脇
．
廃
來
謬
電
鍍
仰

瞬
（
離
三
葉
瀦
藩
論
郷
講
下
潔
灘
噛
門
瀦
還
送
演
嗜
濃
紫
漣
依
喋
駿
∵
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主
沓
犠
被
抑
付
置
三
章
を
山
導
ハ
義
備
讐
一
半
亭
号
永
袋
、
被
成
下
蟹
　
－
．
・
　
し
ケ
・
，

製
例
（
三
四
）
（
「
三
門
農
蝿
号
御
免
］
所
牧
｝
，
パ
　
，
、
’
、
、
　
唖
い
．
　
㌔
．
ジ
、
，
　
、

鹿
簸
塗
筆
下
知
役
蓮
葉
左
垂
垂
婆
右
徳
」
．
右
ハ
露
之
響
付
右
翼
論
罪
永
袋
選
好
二
三
小
知

忽
雰
基
祷
激
多
有
之
警
零
羅
漢
之
義
願
出
近
年
暑
聾
者
間
鳶
之
叢
揚
縁
藷
之
叢
毒
仰
付
下
匿

三
郷
緒
方
村
肝
入
源
吾
由
縁
之
者
ど
相
聞
春
望
被
成
下
（
天
明
三
年
）
　
う
　
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
、

・
奴
返
上
者
に
は
、
興
言
『
人
代
』
を
更
め
て
配
驕
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
元
文
年
度
か
ら
此
專
慶
止
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
つ

判
決
例
（
三
五
）
（
「
阿
原
三
人
被
下
記
三
所
牧
）
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帰
日
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文
五
年
三
月
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廿
四
日
）
」
年
二
軸
一
歳
」
・
万
世
施
水
夫
×
四
郎
」
右
は
於
朝
鮮
仕
揖
し
濱
下
り
之
節
小
屋
改
有
之
五
三
人
、

参
拾
七
匁
遠
慮
致
懐
中
居
候
段
当
盤
候
依
科
幾
度
九
型
工
門
ハ
永
代
奴
昌
被
域
下
候
九
左
工
門
義
先
頃
被
成
下
懊
奴
病
鼻
片
輪
者

』
而
返
上
仕
名
付
爲
代
右
牛
四
郎
被
成
下
中
日
後
上
膚
之
返
上
之
儀
肛
出
候
と
も
再
度
二
人
代
被
下
闇
七
廻

－
判
決
例
（
三
六
）
（
．
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原
三
人
三
下
帳
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所
牧
）

＋
二
馨
村
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姓
六
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無
量
船
憶
右
衛
嬰
L
婁
申
年
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月
年
無
被
成
下
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仕
依
製
康
仰
付
候
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棚
御
法
之
通
人
代
ハ
不
垂
桜
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翼
併
整
案
書
役
錫
候
付
此
豊
科
之
姦
多
占
艶
艶
．
符
鍵
之
以
了
簡
被
成
下
之
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寛
・
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元
忌
月
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以
上
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そ
の
沿
革
を
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ら
め
る
こ
と
不
可
能
で
あ
る
が
、
永
代
奴
返
上
に
製
し
て
享
保
乃
至
兀
丈
時
代
に
柑
當
改
革
が
行
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、
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れ
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言
制
二
三
添
書
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庵
，
“
、
三
選
☆
．
㌧
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・
、

・
、
次
に
は
年
農
蓬
の
深
例
、
（
既
掲
の
中
に
も
見
ゆ
る
が
、
、
鴎
へ
ば
劇
決
例
（
二
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e
　
　
ゾ
）
沸
（
三
囲
Y
Y
を
尋
べ
↓
。
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、
三
三
例
，
（
三
七
》
（
「
勾
留
並
奴
碑
号
御
三
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衝
牧
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薄
濁
年
）
青
喜
壽
婁
村
寺
炎
婆
鄭
糞
垂
案
行
黒
影
拾
ケ
年
勢
奴
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I
書
候
適
業
等
喫
し
庚
方
薬
出
村
中
共
轟
．
滲
冬
．
喉
直
達
上
之
鑛
出
惜
府
警
降
三
冠

　
　
惣
戸
宙
内
村
下
知
役
緒
方
大
五
郎
・
へ
十
年
切
回
被
成
下
　
・
」

庸
ほ
退
上
願
根
そ
暑
を
遡
る
婁
饗
要
れ
霧
そ
の
理
耀
前
段
樋
堤
轟
レ
病
溺
片
灘

國
記
述
働
講
懐
る
不
漕
運
蝿
の
幾
餐
『
讐
』
㍗
『
過
労
』
黒
藻
嘉
麿
で
毒
る
一
。
『
～
・
、
・

り
翼
例
傘
八
）
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昇
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脾
饗
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慨
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樹
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．
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∴
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悉
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．
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牧
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、
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、
ゴ

女
久
三
妻
五
書
置
元
暢
孫
邦
莞
家
内
改
選
瓢
箪
×
青
」
套
於
生
村
役
目
薯
二
封
し
不
法
を
働
其
三
三
而
愚

要
せ
し
め
禦
魂
候
讐
適
宜
戌
年
並
月
仁
位
村
給
人
履
康
治
落
ケ
年
切
奴
被
贈
爵
八
月
掛
方
図
付
當
二
月

　
年
限
之
内
武
ケ
年
御
下
被
心
置
候
虜
此
者
儀
黒
鼠
県
道
功
者
之
者
與
相
聞
候
此
セ
つ
返
上
残
年
数
御
船
奉
行
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奴
申
付
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、
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．
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判
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例
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四
〇
）
（
「
竃
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嫡
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所
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）
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．
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安
永
五
再
建
十
丹
十
八
日
L
伊
奈
癖
瀬
田
村
給
人
宮
原
繁
左
衛
町
弄
債
下
男
×
右
衛
門
」
右
者
親
市
之
助
義
去
多
侍
中
噛
甲
回
し
不

　
　
　
　
　
　
　
の

霜
働
市
左
衛
門
日
高
前
置
禮
不
将
之
・
㎜
霜
繁
奎
門
へ
永
寒
九
震
下
盈
虚
此
居
取
無
爵
陰
門
右
工
門
へ
永
代
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成
下
（
下
略
）
　
　
　
　
－
、
ゴ
　
　
」
　
　
、
．
　
　
㌔
’
．
　
ρ
、
幽
　
’
　
　
　
．
」
，
脈
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な
る
剃
決
に
見
え
る
、
『
御
取
揚
』
は
噛
少
く
と
も
實
首
上
は
官
命
返
上
と
異
な
乃
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
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四
）
奴
麗
は
、
沙
く
と
も
個
人
へ
の
鷲
は
、
彊
形
式
の
帰
趨
を
望
な
さ
れ
る
定
め
で
あ
っ
た
．
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成
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三
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所
出
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文
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＋
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話
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．
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人
意
下
候
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至
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懸
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與
之
讐
．
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弦
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之
内
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之
馬
形
仕
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褄
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猫
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ふ
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所
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供
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で
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府
す
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こ
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．
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右
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懐
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茨
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右
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縢
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．
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又
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＋
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踏
台
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右
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塵
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．
冠
、
．
、
・
、
・
，
、
’
．
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嬉
糞
溜
論
説
握
煮
梅
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砦
垂
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時
代
に
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嘱
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皆
町
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意
た
の
書
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膿
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懸
墨
享
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．
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．
＼
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潔
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漢
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落
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業
．

あ
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を
紹
介
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度
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潭
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潔
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郷
漉
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江
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．
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箪
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．
辞
意
疲
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三
内
濡
孟
死
罪
喜
蒋
候
誉
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回
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申
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＝
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の
み
な
妄
動
方
書
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合
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、
右
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意
識
②
主
人
は
そ
の
器
を
劇
毒
と
も
出
來
た
「
（
本
編
三
三

－
（
一
七
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圏
の
で
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る
噂
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事
に
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吋
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工
門
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右
パ
欠
落
之
統
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二
候
へ
共
営
呼
号
且
且
工
船
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も
盗
取
回
申
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主
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方
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立
齢
候
付
【
命
被
差
冤
志
多
賀
村
下
墨
入
阿
ぴ
る
彌
五
郭
へ
被
成
下
若
田
舎
『
而
不
風
聴
ハ
底
主
人
方
晶
而
斬
罪
轟
申

　
、
付
候
様
申
渡
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磐
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．
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奴
相
淺
土
日
一
人
飯
米
七
合
五
早
事
ヶ
月
見
合
銀
四
匁
五
分
置
與
其
外
之
者
と
も
不
淺
元
主
人
江
十
返
下
（
下
略
）

　
　
程
、
此
賃
料
は
、
辱
肇
自
由
を
馨
ら
れ
姦
に
低
毒
、
．
一
般
人
よ
り
籍
せ
曇
る
課
で
あ
る
（
製
糖
（
四
八
）
譲
）
。
，

　
　
荷
ほ
又
、
扶
持
不
可
瀧
の
場
合
に
歴
て
は
、
次
の
如
き
特
別
塵
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
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鶏
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御
座
候
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雇
居
申
候
儀
右
衛
門
不
如
童
而
右
様
之
者
蓄
儀
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儀
高
奉
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彼
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れ
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右
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．
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掛
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人
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螢
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仕
落
不
昆
養
分
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儀
右
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可
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年
切
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節
冒
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記
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年
限
内
は
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人
の
意
思
の
ま
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に
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の
八
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先
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更
せ
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し
め
ら
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た
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あ
る
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得
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條
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．
　
　
　
．
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＼
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叢
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．
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廿
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齊
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右
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♂
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．
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。
・

　
　
信
望
に
關
し
て
は
特
別
例
証
を
學
ぐ
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
子
の
繹
放
に
依
っ
て
、
父
の
家
を
復
興
せ
し
め
た
る
例
な
吹

　
に
掲
ザ
て
置
き
度
熔
コ
「
奴
嫡
被
成
下
井
返
上
レ
．
一
に
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

飢
艶
聞
永
七
庚
寅
正
月
島
a
」
町
人
生
田
勘
×
主
門
守
勘
三
郎
父
勘
K
工
門
守
曳
科
貞
享
武
丑
年
樋
ロ
左
衛
門
江
拝
領
被
仰
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藷
門
跡
綴
　
‘

　
r
仰
付
被
下
三
襟
一
五
左
工
阿
∂
願
出
鮒
願
之
涌
被
仰
付
（
下
略
）
　
　
　
噛
　
一
，
　
　
　
　
，
　
：
　
　
　
　
　
　
、
’

（
二
）
被
繹
放
者
が
雇
人
で
あ
る
場
合
は
、
．
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付
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右
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狸
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華
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ら
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ら
れ
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。
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騒
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廿
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叉
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憂
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下
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茂
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．
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．
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．
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磐
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．
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仕
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出
る
こ
と
（
例
へ
ば
本
編
判

．
満
（
三
三
）
）
ぱ
豪
つ
た
の
で
あ
る
．
、
難
事
も
姦
が
あ
っ
毒
、
入
箸
は
原
側
と
し
て
、
．
余
毒
を
以
て
入
確

－
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
診
る
。
左
註
蟹
は
、
奴
刑
に
於
け
る
自
給
自
足
主
義
の
存
在
を
、
推
定
せ
し
め
る
に
足
る
群
論
で
あ
る
で

　
　
　
　
．
封
＾
・
馬
藩
の
・
奴
刑
　
　
　
卜
　
　
　
　
　
　
・
．
吐
　
　
・
　
竃
　
　
　
・
．
　
，
．
六
五
　
一
　
　
　
’
、
．

＼
噛

’
マ
・



≠

　「毛　＋
《

冤

㍉　で　　㌧

、

ゆ

、㌔

含

、

引

　
　
、
　
　
　
法
　
　
　
政
　
　
　
研
　
　
　
訊
究
　
　
　
、
第
十
∴
脚
馨
　
　
第
二
聴
ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
潔
ハ
六

あ
ら
う
。
次
に
拐
げ
る
通
牒
は
此
費
用
持
入
牢
制
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
’
　
　
　
　
　
ぜ
　
　
㌦
　
　
　
　
、

　
　
「
科
記
帳
し
二
所
出
に
・
　
　
　
・
，
　
欝
　
・
－
　
　
　
㌔
．
ぐ
　
　
・

　
　
寳
永
四
丁
逆
撃
五
月
四
日
」
犬
切
付
×
漉
し
右
は
先
年
堂
舎
被
仰
付
置
親
類
…
学
研
粟
飯
給
さ
せ
饒
虞
二
野
年
之
義
故
至
極
難
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

　
　
候
由
二
付
向
後
は
上
弐
蕨
舗
二
野
仰
付
岩
間
其
通
可
被
申
渡
候
以
上
」
五
月
四
日
L
年
寄
中
」
原
点
李
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

・
　
此
の
如
き
黒
馬
藩
に
於
け
る
刑
罰
執
行
に
於
け
る
自
給
自
足
、
犯
入
側
の
経
費
負
澹
制
は
、
樹
馬
藩
が
小
島
に
擦
る
小
藩
で
あ
っ

　
た
が
爲
で
は
あ
る
ま
燃
か
。
し
か
し
此
黙
思
だ
充
分
に
考
へ
及
ば
す
。
　
一
　
　
　
「
　
　
　
‘
　
．
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
み

（
四
）
　
封
岩
魚
に
て
は
先
に
云
へ
る
通
り
、
幕
府
時
代
初
頭
か
ら
幕
末
ま
で
此
奴
刑
が
行
は
れ
、
・
今
日
露
は
る
判
決
例
を
通
し
て
見

　
る
限
り
、
し
か
も
そ
れ
は
主
要
刑
罰
と
し
て
、
そ
の
適
用
甚
だ
廣
汎
に
亘
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

　
　
そ
れ
は
何
が
故
に
ゅ
そ
の
重
藤
上
の
目
的
に
於
て
は
、
前
段
に
述
べ
た
通
り
、
充
分
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
，
し
て
も

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
結
し
で
工
め
執
行
に
於
け
る
自
給
自
足
の
目
的
に
添
ふ
も
の
で
南
つ
た
こ
と
は
疑
な
く
、
こ
玉
に
そ
の
原
因
の
一
つ
が
あ
る
ど
推
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
す
る
。
奴
刑
の
臼
的
は
前
論
の
様
に
犯
人
懲
戒
を
主
と
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
先
の
例
示
中
に
も
見
え
る
通
り
、
犯
人

鷹
行
、
鳶
諭
勉
塊
茎
っ
て
濡
事
出
で
ら
身
も
の
通
運
い
と
云
蜜
實
、
尤
違
の
鷹
先
に
て
犯
行
董
ね

‘
る
も
の
も
少
く
は
な
い
の
で
あ
る
が
・
そ
れ
は
奴
刑
の
科
刑
の
自
慰
を
相
當
達
し
得
ら
れ
た
乏
と
を
物
語
る
も
の
と
思
ふ
が
、
こ
玉
　
　
罫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

に
又
奴
刑
が
克
く
長
ぺ
行
は
れ
た
原
因
の
一
つ
が
あ
る
と
考
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
ゆ
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，
奢
の
響
日
は
、
招
摯
七
年
肴
二
＋
合
、
京
都
帝
國
毒
に
て
羅
懸
れ
六
る
・
白
垂
學
振
興
委
器
蔭
特
裂
箆
て
嘱
し

　
　
炊
の
で
薯
が
、
今
關
隻
饗
葉
叢
潟
彦
夏
多
産
庸
羅
す
黒
土
、
・
藝
て
撮
す
裏
筆
ξ
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